
           

 

平成２２年１月２２日 

記者配布資料 
大阪経済記者クラブ会員各位 
 

「商店街・賑わいプロジェクト」事業 

「100 円商店街」の推進・普及について 
～大阪市内初の「100 円商店街」実施決定 千林商店街にて京阪電気鉄道開業 100 周年とタイアップ～ 

 

 

【お問合せ先】 

大阪商工会議所 中小企業振興部 

（松澤・堤） 

TEL.０６－６９４４－６４４０ 

 

【概  要】 

○大阪商工会議所は、「商店街・賑わいプロジェクト」事業の一環として、商店街全

体をひとつの１００円ショップに見立て、各店が選り抜きの１００円商品を用意す
る事業「１００円商店街」の推進・普及を目指す。 

○その第一弾事業として、今年１００周年を迎える千林商店街が開催する「発祥  
１００年祭」のオープニングイベント「せんばやし１００円商店街」を４月３日に

実施する。大阪市内で「１００円商店街」が実施されるのは今回が初めて。同じく
開業１００周年を迎える京阪電気鉄道㈱とも協働し、商店街における地域連携強化、

個店繁盛等を支援する。 
 

 
【開催概要】 

日  時：平成２２年４月３日（土）１０：００～１７：００（予定） 

 場  所：千林商店街（大阪市旭区千林１丁目） 

 内  容：千林商店街の各店舗が、選り抜きの１００円の商品を用意し、商店街全体

をひとつの１００円ショップに見立てて販売する。 
同事業を通じ、商店街に賑わいを作り出し、新規顧客の開拓につなげる。 

 
＜添付資料＞ 
資料１．「１００円商店街」の推進・普及について 
資料２．「せんばやし１００円商店街」の実施について 
資料３．「商店街フォーラム・大阪」に向けた作成資料等について 
資料４．「商店街・賑わいプロジェクト」全体概要 
資料５．「商店街・賑わい読本」１～４号 
資料６．「商店街・賑わい読本 映像編」１～２号 
資料７．「商店街フォーラム・大阪」パンフレット 
                                   

以 上 



 

 

 
「商店街・賑わいプロジェクト」事業  

「１００円商店街」の推進・普及について 

                                   大阪商工会議所 
                                 流通活性化委員会 
１．趣 旨：  

 
○全国では、様々な商店街活性化事業が実施されているが、汎用性や費用対効果などの 
面で、他商店街が導入できる事例は極めて限られている。また、商店街への集客効果 
はあっても、お客様が「店の前を通過するだけ」「お店には入ってこない」など、 
「人を集めるだけでは、モノは売れない」という現実に直面している商店街も少なく 
ない。 

○そんな中、山形県新庄市でスタートした「１００円商店街」は、集客効果だけでなく、

各店の売上げ増加、新規顧客の獲得に結びつく商店街活性化事業であり、費用対効果
や汎用性も高く、当地域の商店街でも有効活用できる事業と考えられる。 

○「１００円商店街」は、すでに３０ヶ所を超える全国各地の商店街で実施されており、
関西圏では奈良県の生駒駅前商店街で過去５回、商店街だけでなく駅前の百貨店、 

スーパー等を含む９者との共催で開催され、商店街活性化に成果をあげている。 
○本所では、地域連携促進強化、個店繁盛支援等の観点から「１００円商店街」が効果

の高い取り組みであると判断し、「商店街賑わいプロジェクト」事業の一環として同
事業の推進・普及を目指す。 

 
※「１００円商店街」とは？：商店街の各店が選り抜きの１００円商品を用意し、商店街全体

をひとつの１００円ショップに見立てようという事業。１００円商品を店頭で接客し、販売す

ることで対面販売の良さを知っていただくと共に、その精算を店内で行うことにより、お店の

雰囲気や商品を知っていただき、リピーターを定着させることが狙い。 
２００４年７月、山形県新庄市の新庄南本町商店街で最初の試みが行われ、２日間の開催で  

２万人を誘客する。また、その後の商店主へのアンケートでは、客数「大幅増」が２７％、「微

増」が１５％と、全体の４２％が「継続的な売上げ効果がある、リピーターが増えた」と回答

をしたことから、一躍注目を集めるようになった商店街活性化事業である。 
 
２．事 業：  
  
 ①「１００円商店街セミナー」の開催：「１００円商店街」を既に実施している生駒駅

前商店街などの協力のもと、同事業の実施を目指す商店街関係者に対し、セミナー
を開催する。 

 ②「１００円商店街」ノウハウ集の発行：「１００円商店街」のガイドブックの発行（「商
店街・賑わい読本（第４号）」として発行する。 

 ③「１００円商店街」ノウハウ DVD の作成：「１００円商店街」の事例紹介、ノウハ
ウを映像で紹介する DVD の作成（「商店街・賑わい読本 映像編（第２号）」として
作成する。 

 ④「１００円商店街見学会」の開催：奈良県生駒駅前など「１００円商店街」を実施す
る地域への視察・説明会を実施する。 

⑤「１００円商店街サポーター制度」の創設：「１００円商店街」の実施を希望する商
店街に同事業に精通したサポーターを派遣し、具体的な指導を行う。 

⑥「１００円商店街」の開催：「１００円商店街」を大阪市内の商店街で具体的に実施
し、推進・普及に努める。（その第一弾事業として、千林商店街にて実施予定） 

 
平成２２年１月２２日 



 

 

 
以 上 



 

 

 
「商店街・賑わいプロジェクト」事業 

「せんばやし１００円商店街」の実施について 

                               大阪商工会議所 
                               流通活性化委員会 
１．趣 旨：  

 
○本所では、商店街における地域連携強化、個店繁盛支援等の観点から「１００円店
街」が効果の高い取り組みであるとし、「商店街・賑わいプロジェクト」事業の一環

として「１００円商店街」の推進・普及を目指す。 
○その第一弾事業として、千林商店街が今年４月に開催する「発祥１００年祭」のオ

ープニングイベントとして、同じく開業１００周年を迎える京阪電気鉄道㈱との協
働により、「せんばやし１００円商店街」を当地域における「１００円商店街」のモ

デルケースとして開催する。 
 
２．名 称： 「せんばやし１００円商店街」 
 
３．構 成： （主催）大阪商工会議所、千林商店街振興組合 
       （協力）京阪電気鉄道株式会社  
 
４．日 時：  ２０１０年４月３日（土） 午前１０時～午後５時 
 
５．これまでの経緯：   
（２００９年）  
 ９月１０日 大商事務局より千林商店街(振)役員に１００円商店街を説明 
 ９月２８日 生駒駅前商店街連合会稲森文吉会長による千林商店街(振)役員を対象と

した「第１回１００円商店街セミナー」を開催 
１０月２４日 千林商店街(振)役員による生駒駅前商店街への「１００円商店街見学会」

を実施 
１１月２５日 NPO 法人 AMP 斎藤一成氏による千林商店街(振)役員への「第２回１０

０円商店街セミナー」を開催 
（２０１０年） 
１月１５日 千林商店街(振)の組合員を対象とした「第３回１００円商店街セミナー」

を開催 
 
６．参 考： 
 
 ①せんばやし発祥１００年祭：今年３月下旬～１１月上旬（予定）で「１００」にちなん

だイベントの開催などを実施する。４月２日にオープニング式典を開催し、オープニングイベ

ントとして翌日に「せんばやし１００円商店街」を予定している。詳細は今後決定する。 

②千林商店街振興組合：同商店街そのものの発祥は明治４３年（１９１０年）。昭和２１年   

（１９４６年）８月商店会として組合が発足。昭和５０年（１９７５年）２月千林商店街振興 

組合として法人化する。現在、組合員数１９３名、店舗数２０５店。理事長山本隆夫氏 

③京阪電車の開業：明治４３年（１９１０年）４月１５日、天満橋～五条間を１００分で結 

ぶ路線を開業する。 

                                    以 上   

 
平成２２年１月２２日 



 

 

 

「商店街・賑わいプロジェクト」事業 

「商店街フォーラム・大阪」に向けた作成資料等について 

                                  大阪商工会議所 
                                  流通活性化委員会 
 

１．趣 旨： 

○大阪商工会議所では、地域商業の活性化支援を目的に「商店街・賑わいプロジェ 

クト」を平成２０年度より実施しており、その一環として、来る１月２９日に 

「商店街フォーラム・大阪」を開催する。 

○同フォーラムでは、「商店街観光ガイドツアー」、「１００円商店街」の２事業を 

 本所が展開する商店街活性化事業として紹介する予定であり、両事業への理解を 

深めていただくことを目的とし、下記内容の通り、「商店街・賑わい読本」（第 

３号、第４号）及び「商店街・賑わい読本 映像編」（第１号、第２号）を作成し、 

「商店街フォーラム・大阪」当日に発表する。 

 

２．作成物： 

（１）「商店街・賑わい読本」（３、４号） 
 
第３号 商店街ガイドツアー(「商店街観光ガイドツアー」の事例等を紹介) 

表紙緑色、Ａ４サイズ、全１２ページ（カラー） 

第４号 １００円商店街(「１００円商店街」の概要説明及び事例紹介) 

表紙青色、Ａ４サイズ、全８ページ（カラー） 
 
※なお、平成 20年 11月には「商店街・賑わい読本」の第 1号（割れ窓理論編）、第 2号（商
店街観光編）の 2冊を同時に発行している。 

 

 （２）「商店街・賑わい読本 映像編」（１、２号） 
 

第１号 商店街ガイドツアー（「商店街観光ガイドツアー」の事例等を紹介） 

ＤＶＤ ８分３６秒 

第２号 １００円商店街（「１００円商店街」の概要説明及び事例紹介） 

ＤＶＤ ９分４８秒 

 

３．発行・配布： 平成２２年１月２９日～ 

（１）「商店街・賑わい読本」は同フォーラム参加者全員に配布する。また、大阪 

市内の商店街・商店会、入手を希望する商店街関係者等にも送付する。 

（２）「商店街・賑わい読本 映像編」は、同フォーラムで初上映する。また、    

１００円商店街への取組みを予定する商店街関係者に配布する。 

以 上    

 
平成２２年１月２２日 



 

 

  平成 22年 1月 

  「商店街・賑わいプロジェクト」全体概要 

 
 

○本所の「大阪賑わい創出プラン」第２次アクションプランの重点テーマである「地域商業の活性化支援」の一環として、商店街活性化、賑わい溢れる商店

街の裾野の拡大を目指し、平成 20年度より「商店街・賑わいプロジェクト」を実施している。同事業の主要テーマとしては、「財源確保」、「人材育成・交

流」、「地域資源活用」、「地域連携促進」、「地域課題解決」の５項目をとりあげ、それぞれの課題の達成・克服に向け、下記内容にて事業を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

 
   

 
大阪商工会議所 

地域課題解決 

 

    

⑬「商店街・賑わい読本（第１号）」発行 

（20年 11月）地域課題解決編～実践・割れ窓理論～ 

 

⑤「商店街・賑わい読本（第２、３号）」発行 
（20年 11月）地域資源活用編～実践・商店街観光～ 
（22年 1月）商店街観光ガイドツアー 

⑥「商店街・賑わい読本 映像編（第１号）」発行 

（22年 1月）商店街観光ガイドツアー 

⑦「商店街観光ガイドツアー」の実施 

「鶴橋界隈商店街観光ガイドツアー」（20年 11月、21年 1月）、

「大正区下町商店街観光ガイドツアー」(21 年 2 月）、「老松通

り商店会・美と文化の街ツアー」（21 年 4 月）、「北天満界隈商

店街観光ツアー」（21年 5月）、「鶴見橋商店街観光ツアー」（21

年 11月）を実施済。年度内に粉浜商店街にて実施予定。 

⑧「商店街観光サポーター制度」の実施 

昨年 12月の三泉商店街をモデル事業とし、以後公募にて、黒崎
東商店会、老松通り商店会、鶴見橋四番街商店街、粉浜商店街
にサポーターを派遣。 

⑨「商店街マップ」作成 
「住吉区商店街お買物ブック」（20 年 12 月）、「ぐるっとつるは
し３区めぐり」（20年 11月）、「さんせん下町てづくり観光マッ
プ」（21年 2月）、「天王寺区商店街お買物ガイド」(21年 3月)、
「旭区商店街お買い物ブック」（21年 11月）、「阿倍野区商店街・
市場お買い物ガイド」（21年 12月） 

 

④「商店街フォーラム・大阪」の開催 

（22年 1月 29日）大阪商工会議所にて 

地域連携促進 

 
⑩「100円商店街」の推進・普及 

⑪商店街・賑わい読本（第４号）」発行   

（22年 1月）100円商店街 

⑫「商店街・賑わい読本 映像編（第２号）」

発行（22年 1月）100円商店街 

 

 

商店街の 
賑わい 
活性化 

①「商業振興施策キャンペーン」実施    

20 年度は 253 商店街を訪問し、府・市等の商業振興施策を

PR。のべ 81商店街が施策活用。21年度も 258商店街を訪問。 

②「商業振興施策サポートデスク」設置 

20 年度は商業施策等のべ 70 件の問合わせに対応、21 年度

も継続中。 

③ストリート広告開発・支援 

ストリート広告について市内商店街に情報提供 

人材育成・交流 

 
財源確保 

地域資源活用 
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